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明 細 書

発明の名称 ：表示装置、表示方法、及び表示プログラム

技術分野

[0001 ] 本発明は、表示装置、表示方法、及び表示プログラムに関する。

本願は、 2 0 1 1年 1 2 月 7 日に、日本に出願された特願 2 0 1 1 _ 2 6

7 9 9 3 号に基づき優先権を主張 し、その内容をここに援用する。

背景技術

[0002] 通信ネットワークの発達により、ネットワーク経由でコンテンツをダウン

ロー ドする機会が増えてきている。通信装置では、ファイルのダウンロー ド

を行うとき、ファイル全体に対 して何％のデータをダウンロー ドしたか （進

埗度とも称する）を目盛りで示すプログレスバ一を表示する。これにより、

ユーザは、ファイルのダウンロー ドの進埗が一目で分かる。例えば、特許文

献 1 には、プログレスバ一を表示することが記載されている。また、非特許

文献 1 には、プログレスバーの使用方法について記載されている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開平 1 1 — 1 1 0 1 7 8 号公報

非特許文献

[0004] 非特許文献 1 ： " H o w t o U s e P r o g r e s s B a s " [

on l i ne] [ 2 0 1 1年 1 1 月 2 2 日検索] 、インタ一ネット （U R L ：h

t t p : d o w n I o a d . o r a c l e , c o m j a v a s e t

u t o r i a I u i s w i n g c o m p o n e n t / r o g e s

s . h t m l )

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0005] ところで、従来技術では、ファイルのデータをダウンロー ドしてから進埗

度を算出し、その進埗度でプログレスバーの表示を更新する。 しかしながら



、例えば、ファイルのダウンロー ドを中断 して、その後ダウンロー ドを再開

する際、従来技術では、新たなファイルをダウンロー ドして進埗度が算出さ

れるまで進埗度が更新されない。

[0006] 図 1 5 は、プログレスバーの一例を示す概略図である。この図は、プログ

レスバーが、符号X 1 1、 X 1 2 、 X 1 3 、 X 1 4 、 X 5 を付 したプログ

レスバ一X 1、 X 1 2 、 X 1 3 、 X 1 4 、 X 5 の順に表示されることを

表す。プログレスバ一X 1 X 5 は、それぞれ、進埗度が 1 5 %、 3 0

%、 3 0 %、 7 0 %、 1 0 0 %であることを示す。

プログレスバ一X 1 2 は、進埗度 3 0 %の時点でダウンロー ドが中断され

たときのものである。その後、ダウンロー ドが再開されるとき、データがダ

ゥンロー ドされて進埗度が計算されるまでの間、プログレスバ一X 1 3 が表

示され続ける。その後、進埗度が計算されるとプログレスバ一の進埗度が増

え、データのダウン口一 ドしたデータサイズに基づいてプログレスバ一X

4 、 X 1 5 が表示される。

このように、ユーザは、プログレスバ一X 1 3 の状態で待たされて しまう

。この間、ユーザは、通信装置が処理を実行 しているか否かを判断できない

、という問題があった。

[0007] 本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、処理を実行 していること

をユーザが判断できる表示装置、表示方法、及び表示プログラムを提供する

課題を解決するための手段

[0008] ( 1 ) 本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明

の一態様に係る表示装置は、取得するファィルの一部であつて予め取得 した

取得済データを記憶する記憶部と、前記ファイルを取得する進埗を示す進埗

情報を表示する表示部と、を備える。前記表示部は、前記ファイルの取得を

開始する際に、前記取得済データを取得 した時点の進埗情報より、進埗の少

ない進埗情報を表示する。

[0009] ( 2 ) 上記の表示装置において、前記表示部は、前記ファイルの取得を開



始する際に、前記フ ァイル を全 く取得 していないことを示す進埗情報を表示

するように構成されていてもよい。

[001 0] ( 3 ) 上記の表示装置において、前記記憶部は、前記ファイルの取得が中

断された前に取得 した取得済データを記憶 し、前記表示部は、前記フ ァイル

の取得を再開する際に、中断された時点の進埗情報より、進埗の少ない進埗

情報を表示するように構成されていてもよい。

[001 1] ( 4 ) 上記の表示装置において、前記表示部は、前記取得済データに基づ

いて、前記進埗情報を更新 して表示するように構成されていてもよい。

[001 2] ( 5 ) 上記の表示装置は、予め定められた規則で前記ファイルのデータを

値に変換する変換部をさらに備えてもよい。この場合、前記表示部は、前記

変換部が変換 した値に基づいて、前記進埗情報を更新 して表示するように構

成されていてもよい。

[001 3] ( 6 ) 上記の表示装置において、前記変換部は、前記フ ァイル全体の取得

を完了する前に、前記フ ァイル の少なくとも一部のデータを値に変換するよ

うに構成されていてもよい。

[0014] ( 7 ) 上記の表示装置において、前記変換部は、値に変換可能な前記ファ

ィルの少なくとも一部のデータを取得すると、逐次、当該データを値に変換

するように構成されていてもよい。

[001 5] ( 8 ) 上記の表示装置において、前記表示部は、前記取得済データを取得

した時点の進埗情報に達するまでは、前記取得済データに基づいて前記進埗

情報を更新 して表示 し、前記取得済データを取得 した時点の進埗情報に達 し

た後は、新たに取得 した前記ファイルのデータに基づいて前記進埗情報を更

新 して表示するように構成されていてもよい。

[001 6] ( 9 ) 上記の表示装置において、前記表示部は、前記取得済データに基づ

く進埗情報と、前記新たに取得 した前記ファィルのデータに基づく進埗情報

と、を異なる表示態様で表示するように構成されていてもよい。

[001 7] ( 1 0 ) また、本発明の他の一態様に係る表示方法は、取得するフ ァイル

の一部であつて予め取得 した取得済デ一タを記憶する工程と、前記フアイル



を取 得 す る進 埗 を示 す進 埗 情 報 を表 示 す る工 程 と、 を有 し、 前 記 進 埗 情 報 を

表 示 す る工 程 で、 前 記 フ ァ イ ル の 取 得 を開始 す る際 に、 前 記 取 得 済 デ ー タ を

取 得 した 時 点 の進 埗 情 報 よ り、 進 埗 の 少 な い進 埗 情 報 を表 示 す る。

[001 8] ( ) また、 本 発 明 の他 の 一 態 様 に係 る表 示 プ ロ グ ラム は、 コ ン ビュ一

タ に、 取 得 す る フ ァィル の 一部 で あ つて 予 め 取 得 した取 得 済 デ ー タ を記 憶 す

る工 程 と、 前 記 フ ァ イ ル を取 得 す る進 埗 を示 す進 埗 情 報 を表 示 す る工 程 と、

を実 行 させ、 前 記 進 埗 情 報 を表 示 す る工 程 で、 前 記 フ ァ イ ル の 取 得 を開始 す

る際 に、 前 記 取 得 済 デ ー タ を取 得 した 時 点 の進 埗 情 報 よ り、 進 埗 の 少 な い進

埗 情 報 を表 示 す る。

発明の効果

[001 9] 本 発 明 の態 様 に よれ ば、 処 理 を実 行 して い る こ とをユ ー ザ が判 断 で きる。

図面の簡単な説明

[0020] [ 図 1] 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に係 る プ ロ グ レス / 〈 一 の 一例 を示 す概 略 図 で あ る。

[ 図 2] 本 実 施 形 態 に係 る プ ロ グ レスバ ー と通 信 装 置 の状 態 の 一例 を表 す概 略 図

で あ る。

[ 図 3] 比 較 例 に係 る プ ロ グ レスバ ー と通 信 装 置 の状 態 の 一例 を表 す概 略 図 で あ

る。

[ 図 4 ] 本 実 施 形 態 に係 る通 信 シ ス テ ム を示 す概 略 図 で あ る。

[ 図 5] 本 実 施 形 態 に係 るサ ーバ の構 成 を示 す プ ロ ック図 で あ る。

[ 図 6] 本 実 施 形 態 に係 る送 信 用 フ ァイル の 一例 を示 す構 成 図 で あ る。

[ 図 7] 本 実 施 形 態 に係 る通 信 装 置 の構 成 を示 す プ ロ ック図 で あ る。

[ 図 8] 本 実 施 形 態 に係 る通 信 装 置 の動 作 の 一例 を示 す フ ロ一 チ ヤ 一 卜で あ る。

[ 図 9] 本 実 施 形 態 に係 る第 1 の進 埗 表 示 処 理 の動 作 の 一例 を示 す フ ロー チ ヤ 一

卜で あ る。

[ 図 10] 本 実 施 形 態 に係 る第 2 の進 埗 表 示 処 理 の動 作 の 一例 を示 す フ ロー チ ヤ

- 卜で あ る。

[ 図 11] 本 実 施 形 態 の変 形 例 に係 る プ ロ グ レスバ ー の 一例 を示 す概 略 図 で あ る



[ 図 12 ] 本実施形態の別の変形例 に係 るプログ レスバーの一例 を示す概略図で

ある。

[ 図 13 ] 本実施形態の別の変形例 に係 る通信の一例 を示すシ ー ケ ンス図である

[ 図 14 ] 本実施形態の別の変形例 に係 るダイジエス 卜計算部の構成 を示す概略

プロック図である。

[ 図 15] プログ レスバーの一例 を示す概略図である。

発明を実施するための形態

[0021 ] 以下、図面 を参照 しなが ら本発明の実施形態 について詳 しく説明する。

図 1 は、本発明の一実施形態 に係 るプログ レスバーの一例 を示す概略図で

ある。 この図は、 プログ レスバーが、符号 B 1 1 、 B 1 2 、 B 1 3 、 B 4

、 B 1 5 、 B 6 を付 したプログ レスバ一 B 1 1 、 B 1 2 、 B 1 3 、 B 4

、 B 1 5 、 B 6 の順 に表示 されることを表す。 プログ レスバ一 B 1 ~ B

6 は、 それぞれ、進埗度が 1 5 %、 3 0 %、 0 %、 3 0 %、 7 0 %、 1 0 0

% であることを示す。

[0022] プログ レスバ一 B 1 は、進埗度 3 0 % でダウンロ一 ドが中断された時点

のものである。 その後、 ダウンロー ドを再開する場合 に、 プログ レスバ一 B

3 が表示 される。つまり、進埗度 はダウン ロ一 ドが中断された時点よ り少

ないものへ戻 り、進埗度 0 % を示すプログ レスバ一 B 1 3 が表示 される。 そ

の後、 中断前 に取得済みのデータ （取得済データとも称する）に基づいて進

埗度が算出され、 その進埗度でプログ レスバーの表示が更新 される。 このよ

うに、本実施形態では、進埗度が、 ダウンロー ドが中断された時点よ り少な

いものへ戻る。 また、取得済データに基づいて進埗度が算出されるので、 プ

ログ レスバーの進埗度 は、直 ぐに更新 される。 したが って、ユーザは、処理

を実行 していることを判断で きる。

プログ レスバ一 B 1 4 は、 ダウンロー ドが中断された時点の進埗度 （3 0

) に達 した場合のものである。 その後、 中断後 に新たにダウンロー ドされ

たデータに基づいて進埗度が算出され、 その進埗度 を示すプログ レスバ一 B



1 5 、 B 1 6 が表示される。

[0023] 図 2 は、本実施形態に係るプロダレスバーと通信装置 2 の状態の一例を表

す概略図である。この図において、縦軸は時間であり、横軸は進埗度である

プログレスバ一B 2 は、ダウンロー ドが中断された時点のものであり、

進埗度 3 0 % を示す。プログレスバ一B 2 1 は、図 1 のプログレスバ一B 1

2 に相当する。プログレスバ一B 2 2 は、ダウンロー ドが再開の指示が入力

された直後のものであり、進埗度 0 % を示す。プログレスバ一B 2 2 は、図

1 のプログレスバ一B 1 3 に相当する。その後、通信装置 2 は、取得済デ一

夕に対 して、ダイジェス ト計算を行う。

[0024] なお、ダイジェス ト計算とは、データの一部又は全部から、予め定められ

た計算手法 （例えば、擬似乱数）で値 （ダイジェス トとも称する）を計算す

ることをいう。通信装置間でデ一タを送受信 した場合にデ一タのダイジェス

卜を計算 し、計算 したダイジェス トとデータに付与されたダイジェス トを比

較することで、データが改ざん等をされていないか調べることができる。な

お、本明細書では、ダイジェス トの比較まで含めて、ダイジェス ト計算と称

するが、計算のみであってもよい。ダイジェス トから元のデータを復元する

ことや、同 じダイジェス トを持つ異なるデータを作成することは、困難であ

る。また、ダイジェス トは、ファイル全体の一部のデータ毎に付与されてい

てもよいし、ファイル毎に付与されていてもよい。例えば、通信装置 2 は、

ファイル を所定の長さのデータに分割 し、分割 したデータ毎にダイジエス 卜

を計算する。通信装置 2 は、計算 したダイジェス トを組み合わせて、組み合

わせたダイジェス トとフアイルに付与されたダイジエス 卜を比較 してもよい

[0025] プログレスバ一 B 2 2 が表示された後、プログレスバ一は、取得済データ

に対するダイジエス 卜計算の進埗度を示す。取得済データに対するダイジェ

ス 卜計算が完了した時点で、プログレスバ一 B 2 3 が表示される。プログレ

スバ一 B 2 3 は、ダウンロー ドが中断された時点のもの （プログレスバ一B



2 1 ) と同 じ、進埗度 3 0 % を示す。プログレスバ一B 2 3 は、図 1 のプロ

ダレスバ一 B 4 に相当する。

ダイジェス ト計算が完了した後、通信装置 2 では、ファイルの残りデータ

(取得済デ一タ以外のデ一タ）のダウン口一 ドが再開される。プログレスバ

— B 2 4 は、ダウンロ一 ドが再開された時点のものであり、進埗度 3 0 % を

示す。

[0026] その後、データがダウンロー ドされると、ダウンロー ドされたデータに対

して所定のデータ毎にダイジェス ト計算が行われる。つまり、通信装置 2 は

、ダウンロー ドされたデ一夕に対 して逐次ダイジエス 卜計算を行う。プログ

レスバ一は、ファイル全体のダウンロー ドの進埗度、つまり、取得済データ

とダウンロー ドしたデータの合計についての進埗度を示す。プログレスバ一

B 2 5 は、ファイル全体のダウンロー ドが完了した時点のものであり、進埗

度 1 0 0 % を示す。

なお、通信装置 2 は、逐次ダイジエス 卜計算を行うので、ダウンロー ドが

完了した時点又は直後にダイジェス ト計算が完了する。つまり、通信装置 2

は、ダウン口一 ド完了後にファイル全体に対 してダイジエス 卜計算を行う場

合と比較 して、早期にダイジェス ト計算を完了できる。これにより、本実施

形態では、進埗度 1 0 0 % を示すプログレスバ一のまま、長期間表示が更新

されず、ユーザがス トレスを感 じることを防止できる。

ダイジエス 卜計算の完了後、ダイジエス 卜が比較されて改ざん等の有無が

確認される。改ざん等が無い場合には、プログレスバ一が消され、例えば、

ダウン口一 ドの完了を表すメッセージが表示される。

[0027] 図 3 は、比較例に係るプログレスバーと通信装置の状態の一例を表す概略

図である。この図において、縦軸は時間であり、横軸は進埗度である。

プログレスバ一B 3 は、ダウンロー ドが中断された時点のものであり、

進埗度 3 0 % を示す。プログレスバ一 B 2 2 は、ダウンロ一 ドが再開の指示

が入力された直後のものであり、中断された時点のプログレスバ一 B 3 と

同 じ、進埗度 3 0 % を示す。比較例に係る通信装置では、プログレスバ一 B



3 が表示されたまま、フアイルの残りのデータのダウン口一 ドが再開され

る。そして、実際にデータがダウンロー ドされて進埗度が算出されるまで、

プログレスバ一B 3 が表示され続ける。

これに対 して、本実施形態では、プログレスバ一は、取得済データに対す

るダイジェス ト計算の進埗度を示す。これにより、本実施形態では、処理を

実行 していることをュ一ザが判断でき、当該判断ができないままュ一ザがス

トレスを感 じることを防止できる。

[0028] その後、データがダウンロー ドされて進埗度が算出されると、プログレス

バーが示す進埗度が更新される。プログレスバ一B 3 3 は、ファイル全体の

ダウンロー ドが完了した時点のものであり、進埗度 1 0 0 % を示す。

[0029] 図 4 は、本実施形態に係る通信システムを示す概略図である。この図にお

いて、通信システムは、サーバ 1、無線通信装置 R 1、及び通信装置 2 を具

備する。サーバ 1 と無線通信装置 R 1 は、ネットワークN 1 を介 して接続さ

れている。無線通信装置 R 1 と通信装置 2 は、無線接続されている。

サーバ 1 は、コンテンツ （例えば、動画や電子書籍）のファイルを記憶す

る。通信装置 2 は、無線通信装置 R 及びネッ卜ワークN 1 を介 して、サ一

バ からコンテンツのファイルをダウン口一 ドする。

[0030] < サーバ 1 の構成について>

図 5 は、本実施形態に係るサーバ 1 の構成を示すプロック図である。サ一

バ 1 は、受信部 1 1、データ記憶部 1 2 、データ生成部 1 3 、及び送信部 1

4 を含んで構成される。なお、サーバ 1 は、その他、サーバの一般的な公知

の機能を備える。

[0031 ] 受信部 1 1 は、例えば、ファイル要求や追加ダウンロー ド要求を受信する

。ファイル要求は、ファイルの提供を要求する情報であり、提供を要求する

ファイルの識別情報を含む情報である。追加ダウンロー ド要求は、ファイル

の途中からのデータの提供を要求する情報であり、提供を要求するファイル

の識別情報及びデータの開始位置 （D L 開始位置とも称する）を含む情報で

ある。



データ記憶部 1 2 は、コンテンツのファイルを記憶する。

[0032] データ生成部 1 3 は、受信部 1 1 が受信 した情報に基づいて、送信用のデ

—タを生成する。例えば、データ生成部 1 3 は、ファイル要求又は追加ダウ

ンロ一 ド要求に含まれる識別情報を抽出し、抽出した識別情報に対応するフ

アイルを、データ記憶部 1 2 が記憶するファイルの中から選択する。データ

生成部 1 3 は、選択 したファイル をデータに分割 し、先頭のデータ （長さは

固定長 し）のダイジェス トを計算する。データ生成部 1 3 は、計算 したダイ

ジエス 卜と次のデータを結合 して固定長 L のデータを生成する。データ生成

部 1 3 は、生成 したデータのダイジェス トを計算する。データ生成部 1 3 は

、計算 したダイジェス トとさらに次のデータを結合 して固定長 L のデータを

生成する。これらの処理を繰 り返すことで、データ生成部 1 3 は、送信用フ

アイル F 1 を生成する。なお、送信用ファイル F には、データの先頭部分

に送信用ファイル F 1 の全体サイズを示す定数 T O T A L (以下、サイズT

O T A L とも称する）が含まれ、また、このファイルのア ドレス情報等も含

まれている （図 6 参照）。なお、サーバ 1 は、ダイジェス トをあらか じめ生

成 しておき、データ記憶部に保存 しておいてもよい。サーバ 1 は、保存 して

いるダイジェス トを、受信 した情報に基づいて取り出して使用 してもよい。

[0033] データ生成部 1 3 は、受信部 1 1 がファイル要求を受信 した場合、送信用

ファイル F 1 のデータを、先頭から順次読み出して送信用のデータを生成す

る。また、ダイジェス トは、予めファイルに付与されていてもよい。

一方、データ生成部 1 3 は、受信部 1 1 が追加ダウンロー ド要求を受信 し

た場合、送信用ファイル F 1 のデータを、追加ダウンロー ド要求に含まれる

D L 開始位置から順次読み出して送信用のデータを生成する。

データ送信部 1 4 は、データ生成部 1 3 が生成 したデータを、通信装置 2

へ送信する。

[0034] 図 6 は、本実施形態に係る送信用ファイル F の一例を示す構成図である

。送信用ファイル F 1 には、符号 F 1 1、 F 1 2 を付 したデータF 1 1、 F

2 が含まれる。データF 1 には、サイズT O T A L が含まれる。データ



F 2 は、ファイルのデータである。

送信用ファイル F 1 は、固定長 L 毎にダイジェス トが計算される。この図

において、斜線でハッチングしたデータは、ダイジェス トである。例えば、

データF 3 において、符号 F 1 3 1 を付 したデータF 1 3 1 は、符号 D 1

1 を付 した破線で囲まれたデータD 1 (データサイズ L ) のダイジェ

ス 卜である。また、符号 F 1 3 2 を付 したデータF 1 3 2 は、符号 D

を付 した破線で囲まれたデータD 1 (データサイズ L ) のダイジェス ト

である。このように、送信用ファイル F 1 では、前のデータのダイジェス ト

が次のデータのダイジエス 卜に含まれている。

[0035] < 通信装置 2 の構成について>

図 7 は、本実施形態に係る通信装置 2 の構成を示すプロック図である。通

信装置 2 は、入力部 2 1、送信部 2 2 、受信部 2 3 、データ関連情報保存部

2 4 (記憶部）、ダイジェス ト計算部 2 5 (変換部）、表示部 2 6 (表示部

) を含んで構成される。ダイジェス ト計算部 2 5 は、受信情報ダイジェス ト

計算部 2 5 及び取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 を含んで構成される

。表示部 2 6 は、受信情報進埗表示部 2 6 及び取得済情報進埗表示部 2 6

2 を含んで構成される。なお、通信装置 2 は、その他、通信装置の一般的な

公知の機能を備える。

[0036] 入力部 2 1 は、利用者からの入力を受け付け、受け付けた入力を示す情報

を送信部 2 2 及び取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 へ出力する。例えば

、入力部 2 1 は、利用者からファイルの取得指示が入力される。入力部 2 1

は、そのファイルの識別情報を含む指示情報を取得済情報ダイジエス 卜計算

部 2 5 2 へ出力する。

送信部 2 は、入力部 2 又は取得済情報ダイジ I ス ト計算部 2 5 2 から

入力された情報を、サーバ 1へ送信する。例えば、送信部 2 2 は、取得済情

報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 から入力されたファイル要求又は追加ダウン口

— ド要求を、サーバ 1へ送信する。

受信部 2 3 は、サーバ 1 が送信 したデータを受信する。受信部 2 3 は、受



信 したデータを、逐次、データ関連情報保存部 2 4 へ保存させると共に受信

情報ダイジエス 卜計算部 2 5 へ出力する。

[0037] 受信情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、受信部 2 3 から入力されたデータ

の長さが固定長 L に達すると、その固定長 L の長さのデータ （データd とも

称する）についてダイジェス トを計算する。すなわち、受信情報ダイジエス

卜計算部 2 5 1 は、ファイル全体のダウンロー ドが完了する前に、受信部 2

3 が受信 したデータd について、逐次ダイジエス 卜計算を行う。

受信情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、データd についてダイジエス 卜計

算が完了すると、そのデータサイズ L を、処理済データサイズへ加算する。

受信情報ダイジエス 卜計算部 2 5 1 は、フアイル全体のデ一タサイズ及び加

算後の処理済データサイズに基づいて、進埗度を算出する。受信情報ダイジ

エス 卜計算部 2 5 は、算出した進埗度を受信情報進埗表示部 2 6 へ出力

する。

[0038] 取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、入力部 2 から入力された指示

情報に基づいて、ファイル要求又は追加ダウンロー ド要求を生成する。具体

的には、取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、指示情報に含まれる識別

情報のファイル （D L ファイルとも称する）の一部が、データ関連情報保存

部 2 4 に保存されているか否かを判定する。つまり、取得済情報ダイジエス

卜計算部 2 5 2 は、 D L ファイルの一部を通信装置 2 が既に取得 しているか

否かを判定する。

D L ファイルの一部が保存されていないと判定 した場合、取得済情報ダイ

ジエス 卜計算部 2 5 2 は、 D L ファイルの識別情報を含むファイル要求を生

成 し、生成 した追加ファイル要求を送信部 2 2 へ出力する。

[0039] —方、 D L ファイルの一部が保存されていると判定 した場合、取得済情報

ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、 D L フアイルの一部 （取得済デ一タとも称す

る）をデータ関連情報保存部 2 4 から読み出す。取得済情報ダイジェス ト計

算部 2 5 2 は、読み出した取得済データを固定長 L の長さのデータ （データ

d ) 毎に読み出す。取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、読み出したデ



—タ d について、逐次ダイジェス ト計算を行 う。

例えば、取得済情報 ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、図 6 のデータ D 1

のダイジェス トを計算 し、計算 したダイジェス トとデータ F 1 3 1 ( ダイジ

エス 卜）が一致するか否かを比較する。比較の結果、 ダイジェス トが一致す

ると判定 した場合、次のダイジェス ト計算を行 う。例えば、データ D 1

のダイジェス トを計算 し、計算 したダイジェス トとデータ F 3 2 が一致す

るか否かを比較する。一方、比較の結果、 ダイジェス トが一致 しないと判定

した場合、送信用ファイル F 1 の最初の位置か らのファイル要求、又はダイ

ジエス 卜が一致 しないと判定 した位置か らの追加ダウンロー ド要求を送信部

2 2 へ出力する。

[0040] 取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、データ d についてダイジェス ト

計算が完了すると、そのデータサイズ L を、処理済データサイズへ加算する

。取得済情報 ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、 ファイル全体のデータサイズ及

び加算後の処理済データサイズに基づいて、進埗度 を算出する。取得済情報

ダイジエス 卜計算部 2 5 は、算出 した進埗度 を取得済情報進埗表示部 2 6

2 へ出力する。

[0041 ] 取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、取得済データについてのダイジ

エス 卜計算が完了すると、 D L ファイル中で取得済デ一タが終 了 している位

置 （終 了位置 とも称する）を検出する。取得済情報 ダイジェス ト計算部 2 5

2 は、検出 した終 了位置に基づいて D L 開始位置を算出する。なお、取得済

情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、終 了位置を D L 開始位置 と してもよい。

取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、算出 した D L 開始位置及び D L フ

アイルの識別情報 を含む追加ダウン口一 ド要求を生成 し、生成 した追加ダウ

ンロ一 ド要求を送信部 2 2 へ出力する。

[0042] 受信情報進埗表示部 2 6 は、受信情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 1 か ら入

力された進埗度 を示すプログレスバ一を表示する。

取得済情報進埗表示部 2 6 2 は、取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 か

ら入力された進埗度 を示すプログレスバ一を表示する。



表示部 2 6 は、データ関連情報保存部 2 4 が保存するデータをディスプレ

ィに表示する。

[0043] 図 8 は、本実施形態に係る通信装置 2 の動作の一例を示すフロ一チヤ一 卜

である。

(ステップS ) 入力部 2 は、 D L ファイルの取得指示を受け付ける。そ

の後、ステップS 2 へ進む。

(ステップS 2 ) 取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、ステップS で

入力された取得指示のD L フアイルの一部を、通信装置 2 が既に取得 してい

るか否かを判定する。 D L ファイルの一部を既に取得 していると判定 した場

合 （Y E S ) 、ステップS 3 へ進む。一方、 D L ファイルの一部を取得 して

いないと判定 した場合 （N O ) 、ステップS 4 へ進む。

[0044] (ステップS 3 ) 取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、進埗度 0 % を示

すプログレスバ一を表示させる。その後、取得済情報ダイジェス ト計算部 2

5 2 は、取得済データについてダイジェス ト計算を行う。取得済情報進埗表

示部 2 6 2 は、ダイジェス ト計算結果に基づいて、その進埗度を示すプログ

レスバ一を表示する。なお、ステップS 3 の処理を第 1 の進埗表示処理とも

称する。その後、ステップS 4 へ進む。

(ステップS 4 ) 送信部 2 2 は、ファイル要求又は追加ダウンロー ド要求を

サーバ 1へ送信する。受信部 2 3 は、サーバ 1 が送信 したD L ファイルのデ

—夕の受信を開始する。その後、ステップS 5 へ進む。

(ステップS 5 ) 受信情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、受信 したデータに

ついて、ダイジェス ト計算を行う。受信情報進埗表示部 2 6 1 は、そのダイ

ジエス 卜計算結果に基づいて、その進埗度を示すプログレスバ一を表示する

。なお、ステップS 5 の処理を第 2 の進埗表示とも称する。その後、処理を

終了する。

[0045] 図 9 は、本実施形態に係る第 1 の進埗表示処理の動作の一例を示すフロー

チヤ一 卜である。

(ステツプS 3 0 1 ) 取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、処理済デ一



タサイズ （s u m) に 「0 」を代入する。つまり、通信装置 2 は、 D L ファ

ィルについて取得済データがあるにも関わらず、処理済データサイズを 「0

」とすることで、進埗度 0 % を示すプログレスバ一を表示させる。また、取

得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、ダイジエス 卜を格納する変数m d を

初期化する。その後、ステップS 3 0 2 へ進む。

[0046] (ステップS 3 0 2 ) 取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、取得済デ一

夕からD L ファイル全体のサイズT O T A L を取得する。その後、ステップ

S 3 0 3 へ進む。

(ステップS 3 0 3 ) 取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、取得済デ一

タを固定長 L の長さのデータに分割する。その後、ステップS 3 0 4 へ進む

[0047] (ステップS 3 0 4 ) 取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、ステップS

3 0 3 で分割 したデータのうち、後述のステップS 3 0 5 S 3 0 7 の処理

をしていないデータ （未処理データとも称する）があるか否かを判定する。

未処理データがあると判定された場合 （Y E S ) 、ステップS 3 0 5 へ進む

。一方、未処理データがないと判定された場合 （N O ) 、ステップS 3 0 8

へ進む。

[0048] (ステップS 3 0 5 ) 取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、未処理デ一

タのうち、次の順序のデータ （データd ) を 1 つ読み出す。取得済情報ダイ

ジエス 卜計算部 2 5 2 は、データd についてダイジェス ト計算を行う。取得

済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、ダイジエス 卜計算結果のダイジエス 卜

を、変数m d に追加する。取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、処理済

データサイズに固定長 L を加算する。その後、ステップS 3 0 6 へ進む。

[0049] (ステップS 3 0 6 ) 取得済情報ダイジェス ト計算部 2 5 2 は、ステップS

3 0 2 で取得 したサイズT O T A L 、及びステップS 3 0 5 で加算 した処理

済データサイズ （s u m) に基づいて、進埗度 p を算出する。具体的には、

取得済情報ダイジエス 卜計算部 2 5 は、進埗度 p = ( s u m/ T O T A L

) X 0 0 (%) を算出する。取得済情報進埗表示部 2 6 2 は、算出された



進埗度 を示すプログレスバ一を表示する。

なお、 このフローチヤ一 卜の初回には、ステ ップS 3 0 1 で処理済データ

サイズに 「0 」が代入されているので p = 0 とな り、進埗度 0 % を示すプロ

ダレスバーが表示される。つまり、例えば、 ダウンロー ドが中断されて再開

した場合には、 プログレスバーが 0 % に戻る （リセ ッ トされる）。その後、

ステ ツプS 3 0 4 へ戻る。

[0050] ( ステ ップS 3 0 8 ) 取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は、取得済デ一

タサイズ D に s u m を代入する。つまり、取得済データサイズ D は、取得済

みデータのフ ァイル サイズを表す。取得済情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 2 は

、 ダイジェス トを格納 した変数 m d 、及び取得済データサイズ D を格納する

。その後、ステ ップS 3 の処理 を終 了する。

[0051 ] 図 1 0 は、本実施形態に係 る第 2 の進埗表示処理の動作の一例 を示すフロ

一チヤ一 卜である。

(ステ ップS 5 0 1 ) 受信情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 は、取得済データ

か らD L ファイル全体のサイズ T O T A L を取得する。 また、受信情報 ダイ

ジエス 卜計算部 2 5 は、図 9 のステ ップS 3 0 8 で格納 された変数 m d と

取得済デ一タサイズ D を取得する。なお、図 8 のステ ップS 3 の処理が行わ

れない場合には、受信情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 は、変数 m d を初期化

し、 D = 0 とする。その後、ステ ップS 5 0 2 へ進む。

(ステ ップS 5 0 2 ) 受信情報 ダイジヱス 卜計算部 2 5 は、処理済データ

サイズ （s u m ) に 「0 」を代入することで、変数 s u m を初期化する。そ

の後、ステ ップS 5 0 3 へ進む。

[0052] ( ステ ツプS 5 0 3 ) 送信部 2 1 は、図 8 のステ ップS 3 の処理が行われな

い場合にはファイル要求を、ステ ップS 3 の処理が行われた場合には追加ダ

ゥンロー ド要求を、サーバ 1 へ送信する。受信部 2 3 は、サーバ 1 が送信 し

た D L フ ァイル のデータの受信 を開始する。 これにより、受信部 2 3 は、取

得済みでないデータの取得 を開始する。その後、ステ ップS 5 0 4 へ進む。

[0053] ( ステ ップS 5 0 4 ) 受信情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 1 は、ステ ップS 5



0 で取得 した取得済デ一タサイズD と処理済デ一タサイズの合計値が、ス

テツプS 5 0 1 で取得 したサイズT O T A L に達 したか否かを判定する。つ

まり、受信情報ダイジェス ト計算部 2 5 1 は、送信用ファイル全部について

、ステップS 5 0 5 ~ S 5 0 7 の処理が完了したか否かを判定する。合計値

がサイズT O T A L に達 したと判定された場合 （Y E S ) 、処理を終了する

。一方、合計値がサイズT O T A L に達 していないと判定された場合 （N O

) 、ステツプS 5 0 5 へ進む。

[0054] (ステップS 5 0 5 ) 受信部 2 3 は、送信用ファイルのうち、次の順番のデ

—タd をサーバから取得する。なお、ステップS 5 0 3 で追加ダウンロー ド

要求をサーバ 1へ送信 した場合、受信部 2 3 は、送信用ファイルのうち、取

得済データより後のデータを取得する。その後、ステップS 5 0 6 へ進む。

[0055] (ステツプS 5 0 6 ) 受信部 2 3 は、ステップS 5 0 5 で取得 したデータd

を、データ関連情報保存部 2 4 へ保存させる。受信情報ダイジェス ト計算部

2 5 1 は、ステップS 5 0 5 で取得されたデータd について、ダイジエス 卜

計算を行う。受信情報ダイジヱス 卜計算部 2 5 は、ダイジ I ス 卜計算結果

のダイジェス トを、変数m d に追加する。受信情報ダイジェス ト計算部 2 5

1 は、処理済データサイズに固定長 L を加算する。その後、ステップS 5 0

7 へ進む。

[0056] (ステップS 5 0 7 ) 受信情報ダイジエス 卜計算部 2 5 1 は、ステップS 5

0 で取得 したサイズT O T A L と取得済データサイズD、及びステップS

3 0 6 で加算 した処理済データサイズ （s u m) に基づいて、進埗度 p を算

出する。具体的には、受信情報ダイジェス ト計算部 2 5 1 は、進埗度 p = (

D + s u m/ T O T A L ) X 0 0 (%) を算出する。受信情報ダイジエス

卜計算部 2 5 1 は、算出された進埗度を示すプログレスバ一を表示する。そ

の後、ステップS 5 の処理を終了する。

[0057] このように、本実施形態によれば、データ関連情報保存部 2 4 は、取得す

るフアイルの一部であつて予め取得 した取得済デ一タを記憶する。表示部 2

6 は、ファイルの取得を開始する際に、取得済データを取得 した時点の進埗



度 よ り少ない進埗度 を表示する。 これによ り、通信装置 2 は、データ取得前

に進埗度 を進めることがで き、処理 を実行 していることをュ一ザが判断で き

る。

また、本実施形態 によれば、データ関連情報保存部 2 4 は、取得が中断さ

れた前 に取得 した取得済データを記憶する。表示部 2 6 は、取得 を再開する

際に、 中断された時点の進埗度 （3 0 % ) よ り少ない進埗度 を表示する。具

体的には、表示部 2 6 は、 フ ァイル の取得 を開始する際に、 フ ァイル を全 く

取得 していないことを示す進埗度 「0 %」を表示する。 これによ り、通信装

置 2 は、例 えば、データの取得 に失敗 して再度取得する場合でも、データ取

得前 に進埗度 を進めることがで き、処理 を実行 していることをュ一ザが判断

で きる。

[0058] また、本実施形態 によれば、表示部 2 6 は、取得済データに基づいて、前

記進埗度 を更新 して表示する。 これによ り、通信装置 2 は、 プログ レスバ一

の進埗度 を、直 ぐに更新で きる。つまり、通信装置 2 は、取得済データのダ

ゥン口一 ドを伴わずダイジエス 卜計算のみなので、進埗度が速 く更新 される

。 また、通信装置 2 は、 ダイジェス ト計算の進埗度 を示す ことで、処理 を実

行 していることをユーザに自然 に伝 えることがで きる。

[0059] また、本実施形態 によれば、 ダイジエス 卜計算部 2 5 は、 フアイル全体の

取得 を完 了する前 に、 ファイルの少な くとも一部のデータをダイジエス 卜に

変換する。例 えば、 ダイジェス ト計算部 2 5 は、 ダイジェス トに変換可能な

ファイルの少な くとも一部のデータ d (固定長 L のデータ）を取得すると、

逐次、データ d をダイジェス トに変換する。 これによ り、通信装置 2 は、 フ

ァィル全体の取得 を完 了 した後 にフアイル全体 に対 してダイジエス 卜計算 を

行 う場合 と比較 して、早期 にダイジェス ト計算 を完 了で きる。 よって、例 え

ば、通信装置 2 は、進埗度 1 0 0 % を示すプログ レスバ一のまま、長期間表

示が更新 されず、ユーザがス トレスを感 じることを防止で きる。

以上のように、表示部 2 6 は、取得済データを取得 した時点の進埗度 （3

0 % ) に達するまでは、取得済データに基づいて進埗度 を更新 して表示する



。表示部 2 6 は、取得済データを取得 した時点の進埗情報 に達 した後 は、新

たに取得 したファイルのデータに基づいて進埗度 を更新 して表示する。

[0060] また、上記実施形態 において、通信装置 2 は、取得済データのダイジエス

卜計算 に基づ く進埗度の表示 と、受信 したデータに基づ く進埗度の表示 と、

でプログ レス/ 一の表示態様 を変更 してもよい。

図 1 1 は、本実施形態の変形例 に係 るプログ レスバーの一例 を示す概略図

である。 この図において、 プログ レスバ一 B 1 1 、 B 1 2 、 B 1 3 、 B 5

は、図 1 のもの と同 じであるので説明は省略する。

プログ レスバ一 B 3 が表示 された後、取得済データに基づいて、進埗度

が算出され、 プログ レスバーが示す進埗度が更新 される。符号 B 3 1 、 B 3

2 を付 したプログ レスバ一 B 3 1 、 B 3 2 は、 それぞれ、取得済データに基

づいた進埗度が、 1 5 %、 3 0 % に達 した時点のものである。 ここで、 プロ

ダ レスバ一 B 3 1 、 B 3 2 は、縦線及び横線でハ ッチ ングされている。一方

、 プログ レスバ一 B 1 1 、 B 1 2 、 B 1 5 は、右斜め線でハ ッチ ングされて

いる。つまり、 プログ レスバ一 B 3 1 、 B 3 2 と、 プログ レスバ一 B 1 1 、

B 1 2 、 B 1 5 と、では、表示態様が異なる。例 えば、通信装置 2 は、取得

済デ一タのダイジエス 卜計算 に基づ く進埗度の表示 と、受信 したデ一夕に基

づ く進埗度の表示 と、でプログ レスバーの色や形状 を変更 してもよい。

このように、表示部 2 6 は、取得済データに基づ く進埗度 と、新たに取得

したファイルのデータに基づ く進埗度 と、 を異なる表示態様で表示 してもよ

い。

[0061 ] また、上記実施形態 において、通信装置 2 は、 ダウンロー ドが中断された

時点の進埗度 を表 してもよい。

図 1 2 は、本実施形態の別の変形例 に係 るプログ レスバ一の一例 を示す概

略図である。 この図において、 プログ レスバ一 B 1 1 、 B 1 2 、 B 1 5 は、

図 1 のもの と同 じであるので説明は省略する。

プログ レスバ一 B 4 0 が表示 された後、取得済データに基づいて、進埗度

が算出され、 プログ レスバーが示す進埗度が更新 される。符号 B 4 0 、 B 4



1、 B 4 2 を付 したプログレスバ一B 4 0 、 B 4 1、 B 4 2 は、それぞれ、

取得済データに基づいた進埗度が、 0 %、 1 5 %、 3 0 % に達 した時点のも

のである。

[0062] プログレスバ一B 4 0 、 B 4 1 において、符号 B 4 0 1 を付 した情報は、

ダウンロー ドが中断された時点の進埗度 「3 0 %」を表す。なお、通信装置

2 は、取得済データに基づいた進埗度が中断された時点の進埗度に達 した時

点で、符号 B 4 0 1 を付 した 「3 0 %」を削除 してもよい （プログレスバ一

B 4 参照）。

プログレスバ一B 4 0 、 B 4 1 において、符号 B 4 0 1 を付 した表示であ

つて点でハッチングした表示は、ダウン口一 ドが中断された時点のプログレ

スバ一 （3 0 % ) を表す。なお、通信装置 2 は、取得済データに基づいた進

埗度が中断された時点の進埗度に達 した時点で、符号 B 4 0 を付 した表示

削除 してもよい （プログレスバ一B 4 2 参照）。

[0063] また、上記実施形態において、通信装置 2 が、ダウンロー ドが中断された

場合におけるプログレスバーの表示について説明 した。 しか し、本発明はこ

れに限らない。例えば、書籍のお試 し版や逐次刊行物等のファイル （取得済

データ）を予め取得 し、その後、完全版や次期刊行の逐次刊行物等のフアイ

ル （D L ファイル）をダウンロー ドする際に、図 1、図 1 1、図 1 2 のプロ

グレスバ一を表示 してもよい。

[0064] また、上記実施形態において、サーバ 1及び通信装置 2 が固定長 L の長さ

のデータd についてダイジエス 卜を算出する場合について説明 した。 しか し

、本発明はこれに限らず、ダイジェス トを算出されるデータd の長さは、固

定長でなくてもよい。また、ダイジェス トを算出されるデータd の長さは、

予め定められていてもよいし、適宜変化させてもよい。

また、上記実施形態において、送信用ファイル F 1 では、ダイジェス トの

組み合わせが最後の位置に含まれる場合について説明 した。 しか し、本発明

はこれに限らず、ダイジェス トの組み合わせを送信用ファイル F の途中の

位置に含ませてもよいし、また、組み合わせを分割 して異なる位置に含ませ



てもよい。また、ダイジェス トを算出されるデータd 各々に、それぞれのダ

イジエス 卜を含ませてもよい。この場合、通信装置 2 は、逐次ダイジェス ト

計算とダイジエス 卜比較を行ってもよい。

[0065] また、上記実施形態において、通信装置 2 は、取得済ファイルについてダ

イジエス 卜計算を完了した後、フアイルの残りデータのダウン口一 ドを再開

する場合について説明 した。 しか し、本発明はこれに限らず、通信装置 2 で

は、得済ファイルについてダイジェス ト計算を完了する前に、ファイルの残

りデータのダウン口一 ドを再開 してもよい。例えば、通信装置 2 では、ダイ

ジエス 卜計算とダウン口一 ドとを並列に処理をしてもよい。

[0066] また、上記実施形態において、ダイジェス トと、サイズやデータの位置 （

U R L ) 情報等と、コンテンツ本体のデータと、サムネイルと、付加情報 （

コンテンツのタイ トル等）とは、別データとして異なるサーバから送信され

てもよいし、それらの一部を組み合わせたデ一タとその他のデ一タが別デ一

タとして異なるサーバから送信されてもよい。つまり、ファイルの一部又は

全部は複数のサーバに分散されて配置され、通信装置 2 は、複数のサーバの

—部又は全部からファイルの一部又は全部を受信 してもよい。また、一部の

データ （例えば、コンテンツ本体のデータ以外のデータの一部又は全体）に

ついては、ダイジエス 卜計算を行わなくてもよい。

[0067] 図 1 3 は、本実施形態の別の変形例に係る通信の一例を示すシーケンス図

である。このシーケンス図は、通信装置 2 が 3 台のサーバ 1 (サーバ 1 a 、

サーバ 1 b 、サーバ 1 c ) からファイルをダウンロー ドする場合のものであ

る。なお、本変形例のファイルは、サイズやデータの位置 （U R L ) 情報等

と、コンテンツ本体のデータと、サムネイルと、コンテンツのタイ トル等の

情報と、で構成され、いずれのデータにも、ダイジェス トは揷入されていな

い。

[0068] (ステップS 6 1 ) 通信装置 2 は、ファイル要求を、サーバ 1 a へ送信する

。このファイル要求は、コンテンツ一式を要求することを示す情報である。

その後、ステップS 6 2 へ進む。



(ステップS 6 2 ) サーバ 1 a は、ステップS 6 1 で送信されたファイル要

求に基づいて、コンテ ンツ本体データのダイジェス トと、サイズやデータ （

コンテ ンツ本体のデータやサムネイル、付加情報）の位置情報等と、を含む

応答を、通信装置 2 へ送信する。つまり、サーバ 1 a は、ファイルとは別に

ダイジエス 卜を送信 し、通信装置 2 はファイルとは別にダイジェス トを受信

する。その後、ステップS 6 3 へ進む。

[0069] (ステップS 6 3 ) 通信装置 2 は、ステップS 6 2 で受信 したコンテンツ本

体のデータの位置情報に基づいて、コンテ ンツ本体要求を送信する。コンテ

ンッ本体要求とは、コンテ ンツ本体のデータ （文書、電子書籍データ、画像

データ等）を要求するものである。本変形例では、コンテ ンツ本体のデータ

の位置情報がサーバ 1 b のディレク トリを示すので、通信装置 2 は、サーバ

1 b へコンテンツ本体要求を送信する。その後、ステップS 6 4 へ進む。

(ステップS 6 4 ) サーバ 1 b は、ステップS 6 3 で送信されたコンテンツ

本体要求に基づいて、コンテ ンツ本体のデータを通信装置 2 へ送信する。こ

こで、通信装置 2 は、受信 したコンテ ンツ本体のデータのダイジェス トを逐

次計算する。通信装置 2 は、計算 したダイジェス トと、ステップS 6 2 で送

信されたコンテ ンツ本体デ一タのダイジエス 卜と、が一致するか否かを比較

する。その後、ステップS 6 5 へ進む。

[0070] (ステップS 6 5 ) 通信装置 2 は、ステップS 6 2 で受信 したサムネイルの

位置情報に基づいて、サムネイル要求を送信する。サムネイル要求とはサム

ネイルのデータを要求するものであり、サムネイルとはコンテンッ等を表示

する際に視認性を高めるために縮小させた見本のことである。本変形例では

、サムネイルの位置情報がサーバ 1 b のディレク トリを示すので、通信装置

2 は、サーバ 1 b へコンテンツ本体要求を送信する。その後、ステップS 6

6 へ進む。

(ステップS 6 6 ) サーバ 1 b は、ステップS 6 5 で送信されたサムネイル

要求に基づいて、サムネイルのデータを通信装置 2 へ送信する。ここで、通

信装置 2 は、受信 したサムネイルについてはダイジエス 卜計算を行わない。



ただ し、本発明はこれに限 らず、サムネイルに対 してもダイジェス ト計算を

行 ってもよい。その後、ステ ップS 6 7 へ進む。

[0071 ] ( ステ ップS 6 7 ) 通信装置 2 は、ステ ップS 6 2 で受信 した付加情報の位

置情報 に基づいて、付加情報要求を送信する。付加情報要求 とは付加情報の

データを要求するものであ り、付加情報 とはコンテ ンツのタイ トル等、以前

のステ ップで受信 した情報以外の情報である。本変形例では、付加情報の位

置情報がサーバ 1 c のデ ィレク トリを示すので、通信装置 2 は、サーバ 1 c

へ付加情報要求を送信する。その後、ステ ップS 6 8 へ進む。

(ステ ップS 6 8 ) 通信装置 2 は、サーバ 1 c は、ステ ップS 6 7 で送信 さ

れた付加情報要求に基づいて、付加情報のデータを通信装置 2 へ送信する。

ここで、通信装置 2 は、受信 した付加情報 についてはダイジェス ト計算を行

わない。ただ し、本発明はこれに限 らず、付加情報 に対 してもダイジェス ト

計算を行 ってもよい。その後、処理 を終 了する。

[0072] また、上記実施形態において、受信情報 ダイジエス 卜計算部 2 5 又は取

得済情報 ダイジェス ト計算部 2 5 2 (以下、両者 を代表 してダイジェス ト計

算部 2 5 と称する）は、次のように してダイジェス トを計算 してもよい。

図 1 4 は、本実施形態の別の変形例 に係 るダイジェス ト計算部 2 5 の構成

を示す概略プロック図である。 この図において、 ダイジェス ト計算部 2 5 は

、分割部 2 5 a 及び N個の圧縮部 2 5 — n ( n = 1 、 2 、 、 N ) を

含んで構成 される。

[0073] 分割部 2 5 1 a は、 ダイジェス トの計算対象 となるデータ （計算対象デ一

夕と称する。例えば、固定長 L のデータ）を N個のデータプロックD B — 1

~ D B _ N に分割する。なお、 N個のデータ各々のサイズは、同 じでも異な

つていてもよい。 また、計算対象データが N個のデータサイズより少ない場

合には、分割部は足 りない分のデータを、例えば、計算対象データの最後尾

に挿入 （パデ ィング）する。分割部 2 5 a は、分割後のデータプロックD

B _ n を、圧縮部 2 5 _ n へ出力する。

圧縮部 2 5 — n は、圧縮部 2 5 — ( n - ) の出力に基づいて、分割部 2



5 a から入力されたデータプロックD B _ n を、データプロックD B _ n

よりデータサイズが小さい値に変換する。例えば、圧縮部 2 5 — n は、一方

向性の圧縮関数を用いて値を変換する。なお、圧縮部 2 5 _ 1 は、初期値に

基づいて、データプロックD B — 1 を値に変換する。また、圧縮部 2 5 —N

は、変換後の値をダイジェス トとして出力する。ここで、圧縮部 2 5 —N は

、変換後の値に、他の処理を施 してダイジェス トとしてもよい。

[0074] このように、ダイジェス ト計算部 2 5 は、前のデータプロックD B _ ( n

- ) に基づく計算結果の値と、次のデータプロックD B _ n に基づいて、

値を計算 してもよい。

また、ダイジェス ト計算部 2 5 は、圧縮部 2 5 — n での変換を完了したと

き、又は圧縮部 2 5 — ( n + 1 ) での変換を開始 したとき、にデータプロッ

クD B _ n のデータサイズを、 s u mに加算 して、進埗度を更新 して表示 し

てもよい。この場合、ダイジェス ト計算部 2 5 は、これらの処理を、例えば

、図 9 のステップS 3 0 6 、 S 3 0 7 や、図 1 0 のステップS 5 0 6 、 S 5

0 7 に代えて行う。

[0075] また、上記において、通信装置 2 は、ファイルの取得を開始する際に、取

得済データを取得 した時点の進埗度より少ない進埗度を表示する場合につい

て説明 した。 しか し本発明は進埗度に限らず、その他、進埗の少ないことを

示す進埗情報を表示 してもよい。進埗情報とは、例えば、プログレスバ一の

目盛 り、進埗度の数値 （％) である。進埗の少ないとは、例えば、プロダラ

スバ一の目盛 りの位置が小さいことや、進埗度の数値が小さいことを示す。

[0076] なお、上述 した実施形態におけるサーバ 1又は通信装置 2 の一部をコンビ

ュ一夕で実現するようにしてもよい。その場合、この制御機能を実現するた

めのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録 して、この記

録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行

することによって実現 してもよい。なお、ここでいう 「コンピュータシステ

厶」とは、サーバ 1又は通信装置 2 に内蔵されたコンピュータシステムであ

つて、O S や周辺機器等のハー ドウェアを含むものとする。また、 「コンビ



ュ一タ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディ

スク、 R O M、 C D —R O M等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵さ

れるハー ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに 「コンピュータ読み

取り可能な記録媒体」とは、インタ一ネット等のネットワークや電話回線等

の通信回線を介 してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間、

動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアン 卜となる

コンピュータシステ厶内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを

保持 しているものも含んでもよい。また、上記プログラムは、前述 した機能

の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述 した機能をコンビ

ュ一タシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現で

きるものであってもよい。

また、上述 した実施形態におけるサーバ 1及び通信装置 2 の一部または全

咅 を、 L S I ( L a r g e S c a l e I n t e g r a t i o n ) 等の集

積回路として実現 してもよい。サーバ 1及び通信装置 2 の各機能プロックは

個別にプロセッサ化 してもよいし、一部または全部を集積 してプロセッサ化

してもよい。また、集積回路化の手法は L S I に限らず専用回路、または汎

用プロセッサで実現 してもよい。また、半導体技術の進歩によりL S I に代

替する集積回路化の技術が出現 した場合、当該技術による集積回路を用いて

もよい。

[0077] 以上、図面を参照 してこの発明の一実施形態について詳 しく説明 してきた

が、具体的な構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸

脱 しない範囲内において様々な設計変更等をすることが可能である。

産業上の利用可能性

[0078] 本発明は、ネットワーク経由でコンテ ンツをダウンロー ドする通信装置な

どに適用できる。

符号の説明

[0079] サーバ

無線通信装置



通信装置

ネ ッ 卜ヮ一ク

受信部

データ記憶部

データ生成部

入力部

送信部

受信部

データ関連情報保存部 （記憶部）

ダイジエス 卜計算部 （変換部）

表示部 （表示部）

受信情報 ダイジエス 卜計算部

取得済情報 ダイジエス 卜計算部

受信情報進埗表示部

取得済情報進埗表示部



請求の範囲

取得するフアイルの一部であ つて予め取得 した取得済デ一タを記憶

する記憶部 と、

前記 フ ァイル を取得する進埗 を示す進埗情報 を表示する表示部 と、

を備 え、

前記表示部 は、前記 フ ァイル の取得 を開始する際に、前記取得済デ

一夕を取得 した時点の進埗情報 よ り進埗の少ない進埗情報 を表示する

表示装置。

前記表示部 は、前記 フ ァイル の取得 を開始する際に、前記 フ ァイル

を全 く取得 していないことを示す進埗情報 を表示する請求項 1 に記載

の表示装置。

前記記憶部 は、前記 フ ァイル の取得が中断される前 に取得 した取得

済データを記憶 し、

前記表示部 は、前記 フ ァイル の取得 を再開する際に、 中断された時

点の進埗情報 よ り進埗の少ない進埗情報 を表示する請求項 1 又 は請求

項 2 に記載の表示装置。

前記表示部 は、前記取得済データに基づいて、前記進埗情報 を更新

して表示する請求項 1 か ら請求項 3 のいずれか一項 に記載の表示装置

予め定め られた規則で前記 フ ァイル の データを値 に変換する変換部

と、

前記表示部 は、前記変換部が変換 した値 に基づいて、前記進埗情報

を更新 して表示する請求項 4 に記載の表示装置。

前記変換部 は、前記 フ ァイル 全体の取得 を完 了する前 に、前記 ファ

ィルの少な くとも一部のデータを値 に変換する請求項 5 に記載の表示

装置。

前記変換部 は、値 に変換可能な前記 フ ァイル の 少な くとも一部のデ

一夕を取得すると、逐次、 当該データを値 に変換する請求項 6 に記載



の表示装置。

[ 請求項 8 ] 前記表示部 は、前記取得済データを取得 した時点の進埗情報 に達す

るまでは、前記取得済データに基づいて前記進埗情報 を更新 して表示

し、

前記取得済データを取得 した時点の進埗情報 に達 した後 は、新たに

取得 した前記 ファィルのデータに基づいて前記進埗情報 を更新 して表

示する請求項 1 か ら請求項 7 のいずれか一項 に記載の表示装置。

[ 請求項 9] 前記表示部 は、前記取得済データに基づ く進埗情報 と、前記新たに

取得 した前記 フ ァイル の データに基づ く進埗情報 と、 を異なる表示態

様で表示する請求項 8 に記載の表示装置。

[ 請求項 10] 取得 するファィルの一部であ つて予め取得 した取得済データを記憶

する工程 と、

前記 フ ァイル を取得する進埗 を示す進埗情報 を表示する工程 と、

を有 し、

前記進埗情報 を表示する工程で、前記 フ ァイル の取得 を開始する際

に、前記取得済データを取得 した時点の進埗情報 よ り、進埗の少ない

進埗情報 を表示する表示方法。

[ 請求項 11] コンピュータに、

取得するフアイルの一部であ つて予め取得 した取得済デ一タを記憶

する工程 と、

前記 フ ァイル を取得する進埗 を示す進埗情報 を表示する工程 と、

を実行 させ、

前記進埗情報 を表示する工程で、前記 フ ァイル の取得 を開始する際

に、前記取得済データを取得 した時点の進埗情報 よ り、進埗の少ない

進埗情報 を表示する表示 プログラム。
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